
 

沿革 
 

明治４２年 ５月３０日 

 

明治４３年 ４月 １日 

〃 ４３年１０月２７日 

 

 

大正 ６年 ４月 １日 

〃 １０年 ２月 ４日 

〃 １２年 ８月２７日 

〃 １３年 ４月 １日 

〃 １４年 ４月 １日 

昭和 ２年 ３月 １日 

〃  ６年 ３月１６日  

〃  ６年 ４月 １日

〃 １１年 ６月 ６日 

〃 １１年 ９月 １日 

〃 ２３年 ４月 １日 

 

〃 ２３年 ５月 ８日 

〃 ４８年 ４月 １日 

〃 ４９年 ４月 １日 

〃 ５０年 ４月 １日 

〃 ５１年 ４月 １日 

〃 ５４年１１月 ７日 

～８日 

〃 ６１年 ７月１６日 

～１７日 

〃 ６３年 ５月 １日 

〃 ６３年 ７月１４日 

～１５日 

平成 １年１１月 ５日 

〃   ２年 ２月 ５日 

〃   ５年 ４月１４日 

〃   ６年１０月２８日 

〃   ８年 ６月２０日 

〃   ９年 ９月 １日 

〃   ９年１１月 ２日 

「私立柳河訓盲院」開院式 

院長大淵清庵先生の自宅で授業開始 

普通科設置、式寅次郎先生が着任 

普通科を廃止 

１か年の予科と４か年の技術科を設置 

鍼、灸、按摩及び普通科目の授業実施 

修業年限を６年に延長（普通科２年・技能科４年）。 

財団法人「福岡県柳河訓盲院」の設立認可 

盲学校令の公布を受けて初等部６か年、中等部鍼按科４か年に改訂 

県営に移管され「福岡県立柳河訓盲院」と改正 

「福岡県柳河盲学校」と改称 

中等部に別途按摩科（修業年限２年）を設置 

山門郡三橋町大字今古賀１７０番地（現在地）に校舎移転 

中等部按摩科研究科（修業年限２年）を設置 

北原白秋氏、校歌の歌詞を寄贈 

山田耕筰氏、校歌の楽譜を寄贈 

新学制により、小学部、中学部、高等部（理療科、専攻科、按摩科、別科）を

設置 

「福岡県立柳河盲学校」と改称 

高等部に普通科と保健理療科を設置 

小学部重複学級を設置 

幼稚部を設置し、中学部に重複学級を設置 

専攻科理療科（３年課程）を設置 

創立７０周年記念式典及び文化祭を挙行 

 

九州地区盲学校野球大会にて優勝 

 

学校給食開始 

九州地区盲学校野球大会にて優勝 

 

創立８０周年記念式典を挙行 

プール施工 

文部省「心身障害児交流活動地域促進研究校」指定（２年） 

平成５・６年度文部省心身障害児交流活動地域促進研究発表会を開催 

校訓「至誠  克己  自立」を制定 

校訓碑建立 

創立８８周年記念式典・柳河盲学校同窓会創立８０周年記念式典を挙行 



 

平成１１年 ５月１０日 

〃 １２年 ７月３０日 

〃 １４年 ３月２９日 

〃 １７年 ２月１６日 

 

〃 ２１年 ４月 １日 

〃 ２１年 ５月３０日 

〃 ２１年１１月１５日 

〃 ２２年 ４月 １日 

 

〃 ２４年 ３月３０日 

〃 ２５年 ３月 ８日

〃 ２５年 ３月２９日 

〃 ２６年 ７月    

〃 ２９年 ２月２０日 

 

 

〃 ２９年 ３月２８日 

令和 １年１１月１５日 

〃  １年１１月１６日 

〃  ２年 ７月１６日 

 

 

寄宿舎棟竣工 

食堂棟竣工 

運動場の全面改修工事竣工 

オリンピック銀メダリスト森下監督率いるトヨタ自動車九州陸上部を招き、 

校内持久走大会を開催（平成２９年度まど） 

柳河特別支援学校（仮称）準備室を設置 

校歌碑建立、除幕式を挙行 

創立１００周年記念式典を挙行 

「福岡県立柳河特別支援学校」に校名を変更 

視覚障害教育部門、肢体不自由教育部門、病弱教育部門を設置 

プール横スロープ竣工 

肢体不自由教育部門高等部第一期生卒業 

通学バス防雨用の屋根を竣工 

福岡県 ICT 活用教育研究事業指定（３ヵ年） 

福岡県 ICT 活用教育研究事業最終報告会開催 

研究主題「障害のある幼児児童生徒の生きる力をはぐくむための個に応じた 

指導に関する実践的研究－ICT 機器活用等による授業改善を通して－」 

運動場国旗掲揚台竣工 

創立１１０周年を祝う会を開催 

創立１１０周年式典を挙行 

学校案内看板を校門前に施工 

 


